
中小企業庁は、中小企業新事業進出促進

補助金における重要な審査基準である「新

市場性」と「高付加価値性」の具体的な判断

基準を示しています。この２つは、単なる

新商品・高価格商品ではなく、まだ社会に

広く認知されていないジャンルへの進出と、

その中でも高い付加価値を生み出す取り組

みの両方が求められるものです。 

ジャンルの新しさを見極めよ 

「新市場性」とは、自社が提供する製品や

サービスのジャンルが、社会的に一般的な

普及度・認知度が低い分野に該当するかを

問うものです。ここで注意すべきなのは、

ジャンルを定義する際に「性能」「サイズ」

「素材」「価格帯」「地域性」「業態」「顧

客層」「効果」などの要素を含めてはいけな

いという点です。例えば「セルフネイルサ

ロン」は「ネイルサロン」として、「高齢者

向けの栄養価の高い大豆食品」は単に「大

豆食品」として区分されます。そのうえで

社会的な希少性があることを、客観的な統

計や市場データで示す必要があります。 

高価格だけでは不十分 

「高付加価値性」については、価格の高さ

そのものではなく、その価格が正当である

理由が問われます。同一ジャンル内におけ

る相場や付加価値と比較した際、自社製品・

サービスがどのように差別化され、どのよ

うな独自性を備えているのかを明確に説明

する必要があります。たとえば、注文住宅

で培った知見を活かしてオーダーメイドの

無垢材家具を展開する事業などは、他社に

はない強みと価値を備えていると評価され

ます。 

「他と違う」を言葉で証明せよ 

これらの審査項目では、「見ればわかる」

ではなく「読んで納得できる」説明が求め

られます。事業計画書には、定性的な説明

と定量的な裏付けを組み合わせて、自社の

優位性を筋道立てて記載する必要がありま

す。想いや期待だけでなく、具体的な調査

データや価格比較、顧客評価などを活用し

て、「なぜ自社の事業が評価に値するのか」

を言語化しましょう。これは、審査員の共

感と納得を得るための必須ステップです。

新市場への進出と高付加価値化は、補助金

申請における“常識破り”のチャレンジで

す。独自性と説得力を備えた事業計画で、

未来への一歩を踏み出しましょう。 
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新事業進出促進補助金 

「新市場性」と「高付加価値性」 

価値があれば市

場として認めら

れる！ 
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